
館林市次世代育成支援行動計画

後期計画

平成２５年度進捗状況報告



館林市次世代育成支援行動計画の体系図

基本理念 自然と文化に包まれて　子ども・親・地域がともに育つまち

基本的な視点
・子どもの視点
・次代の親づくりという視点
・サービス利用者の視点
・社会全体による支援の視点
・仕事と生活の調和の実現の視点

・すべての子どもと家庭への支援の視点
・地域における社会資源の効果的な活用の視点
・サービスの質の視点
・地域特性の視点

１　地域における子育ての支援
１　地域における子育ての支援

基本方針

２　母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保
２　母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保

３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備
３　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備

４　子育てを支援する生活環境の整備
４　子育てを支援する生活環境の整備

５　職業生活と家庭生活との両立の推進
５　職業生活と家庭生活との両立の推進

６　子ども等の安全の確保
６　子ども等の安全の確保

７　要保護児童への対応などきめ細かな取組みの推進
７　要保護児童への対応などきめ細かな取組みの推進

（１）　地域における子育て支援サービスの充実
（２）　保育サービスの充実
（３）　子育て支援のネットワークづくり
（４）　子どもの健全育成

（１）　子どもや母親の健康の確保
（２）　食育に関する意識向上と推進
（３）　思春期保健対策の充実
（４）　小児医療の充実

（１）　子どもの生きる力の育成に向けた学校等の教育環境の整備
（２）　家庭や地域の教育力の向上
（３）　子どもを取り巻く有害環境対策の推進
（４）　次代の親の育成
（５）　出会い・交流の場の創造

（１）　良質な居住環境の確保
（２）　安全な道路交通環境の整備
（３）　安心して外出できる環境の整備
（４）　安全・安心まちづくりの推進

（１）　多様な働き方の実現及び男性を含めた働き方の見直し
（２）　仕事と子育ての両立の推進

（１）　子どもの交通安全を確保するための活動の推進
（２）　子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進
（３）　被害に遭った子どもの保護の推進　

（１）　児童虐待防止対策の充実
（２）　母子家庭等の自立支援の推進
（３）　障害児施策の充実
（４）　子育て支援情報の充実

具体的な施策
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基本方針
平成25年度
計画事業数

評価Ａ
達成

評価Ｂ
概ね達成

評価Ｃ
未達成

評価Ｄ
事業見直し

評価Ｅ
事業廃止

検討中 実施なし等
達成度

（評価Ａ，Ｂ/事業数）

１　地域における子育ての支援 69 45 18 3 0 0 2 1 91.3%

２　母性並びに乳児及び幼児等
の健康の確保及び増進 37 35 2 0 0 0 0 0 100.0%

３　子どもの心身の健やかな成
長に資する教育環境の整備 44 30 14 0 0 0 0 0 100.0%

４　子育てを支援する生活環境
の整備 14 9 2 2 0 0 0 1 78.6%

５　職業生活と家庭生活との両
立の推進 18 9 4 3 0 0 2 0 72.2%

６　子ども等の安全の確保 8 5 3 0 0 0 0 0 100.0%

７　要保護児童への対応などき
め細かな取組みの推進 28 26 0 0 0 0 2 0 92.9%

合計 218 159 43 8 0 0 6 2 92.7%

◆平成25年度次世代育成支援行動計画進捗状況

各事業毎に、ＡＢＣＤＥの５段階で評価

  2



◆特定事業の目標事業量・実施状況

平成25年度 平成2６年度

実　　績 目 標 事 業 量

通常保育事業

保護者が労働等により家庭で十分に保育するこ
とができない就学前の児童を、保護者にかわっ
て保護養育するとともに、仕事と子育てを両立
できるよう支援する事業です。

設置箇所数15園
定員数1,660人

設置箇所数15園
定員数1,660人

延長保育事業

保護者の就労形態の多様化、通勤時間の増加
等、やむを得ない理由により11時間の開所時
間を超えて保育が必要な場合、保育を実施する
事業です。

設置箇所数9園
１時間延長　７園
３０分延長   ２園

設置箇所数10園
１時間延長　８園
３０分延長　２園

夜間保育事業

保護者の就労形態の多様化に伴う夜間保育の
ニーズに対応するため、午前11時から午後10
時までの11時間の開所を基本とする認可保育
所で、児童の保護養育をする事業です。

検討
需要の推移を見極め
ながら実施を検討

トワイライトステイ事業
（夜間養護等事業）

児童の保護者が仕事のため、帰宅がいつも夜間
になる場合や学校の休日に不在となる場合に、
児童養護施設、または保育士等を児童の自宅等
に派遣して、生活指導や食事等を提供する事業
です。

検討
需要の推移を見極め
ながら実施を検討

休日保育事業

保護者が就労等のやむを得ない事由により、日
曜・祝日等の休日において、児童を家庭で保育
できない場合に、家族に代わって保護養育し、
保護者の子育てを支援することを目的とする事
業です。

検討
設置箇所数1園
定員数　30人

病児・病後児保育事業

病気の回復期にあるため集団保育等が難しい児
童で、保護者の勤務の都合、傷病、事故、出
産、冠婚葬祭等、社会的にやむを得ない事情に
よって家庭で保育が困難な児童（小学校低学年
児童を含む）の保護養育を行い、保護者の子育
てと就労の両立を支援する事業です。

設置箇所数
1か所

設置箇所数
1か所

放課後児童健全育成事業
（学童クラブ）

保護者が労働等により昼間家庭にいない場合、
小学校に就学しているおおむね10歳未満の児
童に対し、授業の終了後に児童厚生施設等を利
用して適切な遊び及び生活の場を与えて、その
健全な育成を図る事業です。

設置箇所数
16か所

設置箇所数
16か所

一時預かり事業

保護者のやむを得ない事情により、または心理
的・身体的負担を軽減するため、保育園に入園
していない児童を一時的に保護養育する事業で
す。

設置箇所数
2園

設置箇所数
3園

地域子育て支援拠点事業

地域において子育て親子の交流等を促進する子
育て支援拠点の設置を推進することにより、地
域の子育て支援機能の充実を図り、子育ての不
安感等を緩和し、子どもの健やかな育ちを促進
することを目的とした事業です。

設置箇所数4か所
（センター型）

設置箇所数5か所
（センター型）

ファミリー･サポート･センター事業
援助を行いたい人と援助を受けたい人からなる
会員制で行う、地域での育児に関する相互援助
活動事業です。

設置箇所数1か所
会員数 111人
活動件数 27件

設置箇所数1か所
会員の拡大

ショートステイ事業
保護者の疾病、出産、監護、事故等により児童
の養育が困難になった場合、児童福祉施設等で
児童を一時的に保護養育する事業です。

検討
需要の推移を見極め
ながら実施を検討

事　業　名 事 業 内 容
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【新規事業】　2事業

事　　業　　概　　要 平成２０年度実績 平成２５年度実績内容
平成２５年度
目標達成度

今後の対応及び
事業検討事項等

平成２６年度目標 所管課

311
第3子以降の保育料無料化（幼稚園）
→3-（1）へ追加

18歳未満の子どもが3人以上いる世帯で、第3子以
降の幼児が、幼稚園に在園している世帯を対象に、
第３子以降の保育料を無料化します

─ 実施　64人 Ａ 継続 継続 学校教育課

312
たてばやし学校エコライフ活動の試行
→3-（2）へ追加

子どもたちへの環境教育・環境学習、学校生活での
環境配慮活動を推進し、環境配慮行動意識の高い
子どもたちを育成することにより家庭・地域への環
境配慮行動の普及啓発を行う

─ 実施校：市内全中学校 Ａ 市内の全小中学校にて運用開始 本格運用 地球環境課

313
放課後児童健全育成事業（保育料軽
減補助）
→1-（1）へ追加

低所得世帯の負担軽減を図ります ─ 実施中 Ａ 継続 継続 こども福祉課

【変更等】　3事業

事　　業　　概　　要 平成２０年度実績 平成２５年度実績内容
平成２５年度
目標達成度

今後の対応及び
事業検討事項等

平成２６年度目標 所管課

36
すこやか育児ひろばの活用

→た～てん親子サロン
乳幼児をもつ親と子の交流の場を実施します

参加者数：延べ55組
協力者：延べ34人

参加者数：46組
協力者：延べ28人

Ｂ 安心できる交流の場を提供 協力者・利用者の拡大 社会福祉協議会

87
特定不妊治療費補助

→不妊治療費補助

不妊症のために子どもを持つ事が困難な夫婦の生
殖補助医療による不妊治療に対し、特定不妊治療
および一般不妊治療に要する費用の一部を助成す
ることにより、経済的負担を軽減し、少子化対策の
充実を図ります

21組
76件

1回目申請50件
2回目申請26件

Ａ
助成対象の拡充による事業の継続
（一般不妊治療を助成対象に追加）

継続 健康推進課

168
心身障害児通園（デイサービス）事業

→障がい児通園支援事業
学齢期の障がい児に対して、放課後、集団活動や
社会適応訓練を行い、主体性、社会性を育成します

実施中 実施中 Ａ 継続 継続 社会福祉課

平成25年度事業について

個別具体事業

個別具体事業
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